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概要：文章をフレーズ，段落，記入欄などの部分に分割して，これらに対する編集操作を時刻付きで記録
するという，作文過程の測定方法を提案している．測定結果の分析方法について，ワークシートの評価へ

の応用，書き手の傾向分析への応用，既定の文章断片を並べ替えるという作文過程への応用，完成文章の

読みに対しても同様に記録して作文過程とつき合わせて分析するなど，今後の研究の展望について論じる．

Abstract:

1. はじめに

2014年 9月に東京で，EDUPUB Tokyo 2014が開催さ

れた [1]．EDUPUBはデジタル学習分野での標準化活動で

ある [2][3][4][5]．EDUPUBの重要なポイントの 1つは，学

習・教育活動の測定 (measurement) である．さまざまな

サービスを横断して，これを実現しようとしている．読書

では既に，「読書速度計測中…」と表示されるリーダー端末

がある．「仕事効率化」などと分類されるアプリケーショ

ンによって，知的活動が「測定」されることが身近なもの

となる日が近いのかもしれない．

われわれは作文活動に取り組んでいる．文章をフレー

ズ，段落，記入欄などの部分に分割して，これらに対する

編集操作を時刻付きで記録するという，作文過程の測定方

法を提案している．本稿では，測定結果の分析方法につい

て，ワークシートの評価への応用，書き手の傾向分析への

応用，既定の文章断片を並べ替えるという作文過程への応

用，完成文章の読みに対しても同様に記録して作文過程と

つき合わせて分析するなど，今後の研究の展望について論

じる．

2. ここまでの成果

情報系大学におけるロジカルライティングの授業で，グ

ループに分かれてプレゼンする課題を行った後で，プレゼ

ンの評価を，そのようなログを出力できる文章編集ツール
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図 1 「プレゼン評価」ワークシート

Fig. 1

を使って作文する課題を出した．図 1は，プレゼン評価を

記入するワークシートの編集操作画面である．

2.1 散布図

図 2図 3図 4は，ワークシートの編集操作を記録した

データを，横軸に時刻，縦軸に操作対象の枠をとって散布

図にしたものである．図 2が凡例，fig040，fig050の個々

の散布図が，個々の文章に該当する．評価文章は講師に提

出された．しかし，システムは，記入された具体的な文字

を記録していない図 3図 4の個々の散布図が，個々の文章

に該当する．評価文章は講師に提出された．しかし，シス

テムは，記入された具体的な文字を記録していない

図 2で，例えば「cc 8」とは，「ロジカルなプレゼンテー

ションとは何か？」というラベルのついた記入枠の，シス

テム内部的な IDである．fig040，fig050で縦軸の「cc 8」

に該当する点は，それぞれの時刻に「ロジカルなプレゼン

テーションとは何か？」というラベルのついた記入枠に対
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図 2 「プレゼン評価」ワークシートの編集操作ログ: 凡例

Fig. 2

図 3 「プレゼン評価」ワークシートの編集操作ログ: 散布図 (1/2)

Fig. 3

して編集操作を行ったことを示している．図 3図 4で縦軸

の「cc 8」に該当する点は，それぞれの時刻に「ロジカル

なプレゼンテーションとは何か？」というラベルのついた

記入枠に対して編集操作を行ったことを示している．

図 3図 4に示した 7つの文章編集操作は，さまざまな

パターンを読み取れる可能性がある．「ロジカルなプレゼ

ンテーションとは何か？」というラベルのついた記入枠

「cc 8」に着目すると，最初の頃に編集して以降は編集しな

い編集操作パターンと，最初の頃に編集して最後の方でも

編集する編集操作パターンの 2つがあると見ることができ

る．このことから，必ずしも右から左へ順に記入している

わけではないことが分かる．

「cc 8」を最後の方で編集している理由は，これだけで

は推測するしかない．単に，誤字脱字を直しているのかも

しれない．あるいは，他グループのプレゼンを評価した後

で，自分たちのプレゼンをふり返ったところ，よいプレゼ

ンについて考えが変わったり明確になったりしたのかもし

れない．

2.2 共起行列

0fig060，fig070は，編集操作の共起行列である．縦軸が

n回目の編集操作対象，横軸が n+1回目の変種操作対象の

図 4 「プレゼン評価」ワークシートの編集操作ログ: 散布図 (2/2)

Fig. 4
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図 5 「プレゼン評価」ワークシートの編集操作ログ: 共起行列 (1/2)

Fig. 5

領域である．どちらも，ワークシートの UI上左から右へ

の順に，縦軸は上から下，横軸は左から右に並んでいる．

左上から右下への対角線上のセルは，n+1回目に同じ領域

を触ったことを表す．その 1つ右隣のセルは，n+1回目に

右隣の領域を触ったことを表す．つまり，この 2群のセル

は，ワークシートの左から右へ書き進んだことに対応して

いる．これらから外れるセルは，それ以外の進み方 – 戻っ

たり，スキップしたり – に対応している．
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図 6 「プレゼン評価」ワークシートの編集操作ログ: 共起行列 (2/2)

Fig. 6
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